






研究目的 

胎盤機能が慢性的に障害されている症例には IUGR の発生率が高い。そのうえ hypoxic 

St-ress に対する胎児予備能も低下することから,周産期死亡に至る症例も稀れではない。

昨年度は胎盤機能障害から発生する周産期死亡の改善対策としては出生前から積極的に治

療することが大きなカギとなると考えて,組織呼吸賦活剤である solcoseryl を胎盤機能障

害をもつ妊娠ラットに使用してみた。その結果,組織呼吸賦活剤は胎盤機能検査とし日常用

いられている胎盤由来酵素やhPL,尿中E3を上昇させ,同時にラットSFD胎仔や新生仔仮死

発生の減少に対し効果を認めた。今年度はこのような基礎実験結果を根拠として,ヒトに対

しても使用してみた。 


